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昭
和
五
年
六
月
入
H
、
皇
陵
巡
秤
の
捻
め
丹
波
國
山
國
村

に
向
ふ
、
大
阪
皇
陵
巡
秤
會
創
立
者
小
林
利
昌
翁
外
一
行
七

十
餘
名
、
午
前
入
時
京
阪
電
車
急
行
に
て
天
涌
橋
を
登
し
、

同
九
時
京
都
一
二
條
停
留
所
着
、
直
ち
に
六
人
乗
自
動
車
十
三

輛
に
分
乗
し
て
、
先
づ
京
都
府
葛
野
郡
花
園
村
に
至
り
、
第

五
十
入
代
光
孝
天
皇
後
田
邑
陵
に
禍
邦
す
、
筵
に
徒
歩
十
敷

町
に
し
て
太
秦
村
に
至
り
、
第
五
十
五
代
文
稔
天
皇
田
邑
陵

山

國

紀

行

生
は
利
慾
の
念
に
虚
し
く
．
常
に
後
輩
セ
戒
め
て
富
セ
作
る
は
宜
し
く
大
逍
濶
歩
的
な
る
べ
し
、
予
は
南
岳
先
生
の
「
行
不

由
径
」
の
論
語
の
御
講
義
セ
秤
捻
せ
し
以
来
常
に
之
セ
服
屑
せ
り
。
ま
た
人
は
成
功
こ
同
時
に
相
嘗
の
苦
行
を
為
す
は
人
生

の
必
要
條
件
な
り
ご
云
は
れ
た
り
、
我
懐
徳
堂
の
重
建
及
維
持
登
展
に
閲
し
て
は
．
先
生
は
理
事
長
ご
し
て
敷
萬
圃
の
私
財

を
投
じ
．
涎
に
漠
學
葵
脚
資
金
こ
し
て
金
五
萬
圃
を
寄
附
せ
ら
れ
た
る
は
、
懐
捻
堂
セ
知
る
者
の
普
く
知
る
所
に
し
て
、
先

生
平
生
の
持
論
を
賓
行
せ
ら
れ
し
も
の
ご
謂
ふ
べ
し
、
先
生
の
詩
に
「
口
蹄
一
吟
獨
俯
欄
3

動
中
静
境
有
餘
歓
°
風
蔑
牛
馬

任
人
笑
し
知
分
老
来
心
自
寛
。
」
ご
先
生
知
分
知
足
の
心
境
賓
に
光
風
霧
月
の
如
し
、
荘
に
知
足
説
に
追
記
し
て
、
先
生
の
座

右
銘
を
堂
友
諸
彦
に
披
露
す
こ
云
爾

に
蒋
秤
し
、
夫
れ
よ
り
花
園
村
に
出
て
埃
た
せ
置
き
た
る
自

動
車
に
乗
b
梅
畑
に
出
づ
．
梅
畑
八
幡
宮
は
和
氣
消
麿
が
宇

佐
八
幡
を
勧
請
せ
し
も
の
な
り
マ
」
云
ふ
、
車
上
よ
b
遥
邦
し

て
過
ぐ
、
此
邊
よ
り
農
家
の
婦
女
子
が
．
張
板
や
梯
子
等
の
―

家
具
を
二
三
品
づ
A

頭
上
に
戴
き
て
、
販
賣
の
為
め
京
都
市

に
往
く
者
を
多
敷
見
受
け
た
り
、
動
容
服
装
な
ぞ
は
矢
張
大

原
女
の
如
し
、
是
れ
よ
り
消
瀧
川
に
沼
ふ
て
周
山
街
道
を
進

小

沼
七

量

平



め
ば
、
婉
鰻
た
る
欝
谷
の
雨
側
松
杉
の
翠
緑
滴
ス
・
が
如
く
、

時
に
河
鹿
り
墜
々
問
く
、
北
命
）
晦
遂
な
る
風
朕
言
は
ん
方
な

し
、
道
路
は
修
理
行
屈
さ

°n動
車
の
進
行
に
は
動
揺
心
な

け
れ
ざ
も
、
迂
餘
曲
折
の
多
き
に
は
閑

n
な
b
き
、
李
白
の

所
謂
「
人
心
杵
波
濶
）
世
路
有
屈
曲
」
か
、
中
川
・
小
野
等

和
中
心
こ
し
て
、
此
の
邊
一
術
の
地
よ
り
北
山
丸
太
こ
稲
す

る
杉
の
良
材
を
斎
出
し
、
茶
室
の
床
柱
な
ぞ
に
賞
用
せ
ら
る

ダ

イ

ス

ギ

ャ

グ

ラ

ス

ギ

モ

ヤ

シ

k

ギ

其
の
造
林
法
は
嘉
杉
、
櫓
杉
、
崩
杉
な
ぞ

t
稲
す
る
も
の
に

し
て
、
一
種
特
別
な
る
林
業
こ
し
て
斯
界
に
有
名
な
り
マ
J

云

ふ
、
更
に
進
ん
で
國
壕
を
越
へ
丹
波
に
入

b
゜
細
野
村
を
過

ぎ
て
周
山
村
に
入
る
、
周
山
は
今
は
山
國
村
の
一
大
字
さ
な

れ
る
も
、
昔
は
字
野
郷
庄
に
し
て
五
本
松
の
一
部
及
び
弓
削

村
の
一
部
ご
共
に
、
縄
野
村
ご
稲
せ
ー
を
、
明
智
光
秀
が
丹

波
を
討
平
す
る
に
及
び
て
、
下
編
野
に
屈
す
ろ
部
分
ヤ
改
め

て
周
山
マ
J

名
づ
く
、
其
の
意
蓋
し
周
の
文
王
は
京
の
北
西
岐

山
の
下
に
居
て
．
周
八
百
年
の
群
を
登
き
た
れ
ば
．
此
地
の

京
師
の
北
西
に
在
る
を
以
て
、
光
秀
自
ら
周
文
に
比
し
此
に

居
せ
ん
こ
こ
を
期
し
、
信
長
を
殷
紺
王
に
擬
し
た
る
も
の
に

七

ィ
、
光
秀
眈
に
謀
叛
の
宿
志
あ
b
し
者
な
h
マJ
云
ふ
層
自
動

車
は
山
國
村
大
字
井
戸
字
丸

111
の
山
陵
橋
畔
に
到

b
て
停
車

ス
ビ
ー
ド
メ
ー
タ
ー

す
、
下
車
に
臨
み
て
速
度
計
量
器
ヤ
検
す
れ
ば
、
京
都
一

1

一條

停
留
所
よ
り
此
慮
ま
で
、
正
に
二
十
七
哩
Ti
ヤ
臼
託
セ
示
せ
り

山
陵
橋
よ
り
一
有
線
に
歩
和
進
む
れ
ば
、
二
町
許
に
し
て
常

照
皇
寺
の
勅
額
門
に
逹
す
、
門
前
の
手
水
石
に
て
蜘
皿
漱
し
、

寺
の
塙
内
に
入
b
後
方
に
進
み
て
兆
域
に
到
る
畜

北
朝
第
一
代
光
巖
天
息
山
國
陵

第
百
一
代
後
花
園
天
皇
後

111國
陵

第
百
二
代
後
士
御
門
天
皇
御
分
骨
脱

ャ
順
次
鳶
秤
す

謹
み
て
考
ふ
る
に
北
朝
光
厳
天
泉
は
嘉
肝
元
年
七
月
、
雨
統

交
立
の
議
に
依
り
、
後
醍
醐
天
皇
の
皇
太
子
に
立
ち
給
ひ
し

が
、
僅
か
に
敷
年
に
し
て
元
弘
の
髪
起
b
、
後
醍
醐
帝
笠
置

に
幸
し
給
ひ
し
マ
J

き
、
北
條
高
時
に
奉
せ
ら
れ
、
花
園
上
皇

の
詔
を
以
て
、
肺
器
な
く
し
て
天
皇
に
粟
戴
サ
ら
れ
給
ふ
、

元
弘
三
生
六
月
後
醍
醐
帝
京
郡
に
凱
旋
し
、
天
駁
セ
磨
し

給
ひ
し
に
、
後
ま
セ
詔
し
て
太
上
天
皇
の
存
競
を
上
h
給
ヘ



b
、
天
皇
伏
見
殿
に
御
し
給
ひ
し
時
、
夢
窓
國
師
疎
石
を
招

き
て
之
に
師
事
し
＂
程
な
く
諧
國
行
脚
を
志
し
給
ひ
．
｛
女
井

逍
覺
一
人
を
具
し
て
抵
津
．
河
内
．
和
泉
ヤ
J

経
て
紀
伊
に
到

ら
せ
給
ひ
、
高
野
山
に
て
諸
堂
御
順
禍
、
御
蹄
路
は
大
和
に

入
り
、
吉
野
山
に
後
村
上
帝
を
訪
ひ
、
佑
時
を
語
り
明
し
給

へ
り
ご
ぞ
．
か
く
て
伏
見
の
光
厳
院
に
蹄
ら
せ
給
へ
る
も
、

中
使
頻
b
に
到
り
て
松
風
の
御
夢
セ
破
り
、
鋭
臣
常
に
集
り

て
羅
月
の
御
寂
を
妨
げ

u
れ
ば
＂
今
は
住
み
憂
し
こ
思
さ
れ

て
、
貞
治
元
年
碩
樗
認
丹
波
國
山
國
庄
に
入
り
て
駐
錫
し
給

ひ
。
此
所
に
一
寺
を
構
へ
て
御
自
か
ら
開
山
y
J

な
ら
せ
給
ヘ

b
、
常
照
皇
寺
即
ち
之
い
な
り
、
貞
治
一
一
年
七
H
七
H
賓
算

五
十
二
を
以
て
此
の
寺
に
崩
じ
給
ふ
や
、
光
明
帝
及
び
山
門

貰
土
梶
井
承
胤
法
親
王
俄
に
臨
幸
啓
め
り
、
同
八

H
卯
刻
御

葬
麗
あ
り
．
天
龍
寺
妙
祀
和
術
爺
セ
卒
じ
て
．
寺
の
後
の
山

に
て
茶
毘
に
附
し
奉
り
、
御
拾
骨
の
儀
セ
行
は
す
し
て
｀
共

の
儘
ヤ
土
セ
覆
ふ
て
葬
り
奉
り
，
御
追
戒
に
依
り
唯
塚
上
し

は
楓
．
柏
、
椿
の
三
樹
を
植
？
る
の
み
＜
」
、
寺

11
に
在
り
<
J

い
ふ
。
今
U
も
楓
柏
椿
の
三
尉
は
什
．
札
せ
り
，

後
花
園
天
皇
は
文
明
二
年
十
二
月
二
十
七
日
、
室
町
泉
殿
に

崩
じ
給
ふ
御
年
五
十
二
~
同
三
年
正
月
ー
ニ
日
の
御
火
葬
な
り

後
光
厳
天
皇
以
末
は
．
御
代
々
竹
泉
涌
寺
に
て
御
火
葬
な
り

し
尺
應
仁
の
胤
に
て
彼
の
寺
の
炎
上
し
．
然
る
べ
き
憎
侶

一
人
も
居
ら
ざ
り
し
か
ば
。
悲
田
院
の
佛
殿
の
後
方
に
て
御

葬
殿
あ
り
御
逍
勅
に
よ

b
御
骨
は
、
山
國
常
照
寺
の
春
丘

和
尚
に
渡
さ
れ
し
か
ば
｀
光
厳
法
皇
3

御
陵
こ
同
兆
域
内
に

埋
痙
し
奉
り
、
陵
の
御
表
に
は
賓
瞬
問
塔
セ
立
て
奉
れ

b
3

後
士
御
門
天
皇
の
御
分
骨
所
は
同
兆
域
内
に
あ
り
、
方
形
に

し
て
小
松
あ
り
、
天
皇
は
後
化
園
帝
の
第
一
皇
チ
に
ま
し
ま

し
光
厳
法
皇
セ
深
く
御
崇
敬
あ
ら
せ
ら
れ
し
か
ば
、
御
逍
勅

に
依
り
て
御
分
骨
を
同
兆
城
円
し
埋
痙
し
奉
れ
り
3

御
陵
楚
秤
り
後
に
常
照
寺
客
殿
｝
い
休
憩
し
、
行
屈
，
を
開
き
て

査
餐
セ
蛾
り
、
次
人
宵
り
幹
部
員
江
騎
政
忠
氏
の
山
國
陵
其

他
山
國
郷
土
史
寺
に
就
て
簡
明
な
る
講
演
あ
り
．
夫
れ
よ
り

寺
威
の
賓
物
と
秤
観
す
｀
其
の
貨
甫
な
る
も
の
は
、
光
厳
法

皇
御
製
御
底
筆
．
後
化
園
大
皇
御
辰
箪
．
光
厳
訟
皇
御
物
の

御
托
鉢
袋
、
御
中
啓
．
御
文
盈
。
御
釦
裳
．
御
箸
等
な
り
、

七
四



又
前
庭
に
榮
ゆ
る
開
山
法
皇
の
御
遺
愛
木
．
九
重
櫻
こ
稲
す

ろ
枝
垂
櫻
を
覧
て
寺
セ
僻
ず
、

此
の
山
國
村
は
丹
波
國
北
桑
田
郡
内
、
最
古
の
郷
庄
の
一
に

し
て
、
延
喜
式
神
名
帳
に
山
國
岬
祉
の
名
セ
載
せ
、
光
仁
帝

の
賓
亀
年
中
に
創
立
せ
ら
れ
た
り
マ
J

あ
り
、
本
村
は
桓
武
帝

の
延
暦
年
中
よ
り
、
宮
殿
御
造
螢
に
要
す
る
御
用
材
を
進
納

し
本
り
．
幾
許
も
な
（
禁
裡
御
料
地
こ
な
り
、
良
材
を
皇
室

に
納
む
る
の
御
用
を
勤
め
、
歴
代
の
大
嘗
祭
に
霜
り
て
は
、

悠
紀
殿
主
基
殿
造
螢
し
御
用
材
は
、
本
村
よ
り
進
納
す
る
を

以
て
恒
例
ご
な
れ
り
、
皇
室
式
徹
の
極
た

b
し
戦
國
の
世
に

あ
り
て
も
、
山
國
庄
が
絶
，
ね
す
亦
誠
を
捧
げ
し
は
特
筆
す
ぺ

き
芙
事
な
り
．
J

す
、
明
治
維
新
に
常
b
て
も
｀
山
國
郷
士
は

厩
起
圏
結
し
て
山
國
隊
を
組
織
し
．
各
地
に
轄
戦
し
て
國
事

に
従
ひ
し
は
最
も
明
な
る
事
宜
な

b
゜
村
人
が
山
國
招
魂
祉

を
建
立
し
て
｀
村
内
出
身
者
た
る
忠
君
愛
國
OJ
士
を
祀
る
、

誠
に
美
學
な
り
こ
謂
ふ
べ
し
、
又
山
國
村
に
は
現
今
有
志
者

の
組
絨
せ
る
山
閾
禁
酒
會
あ
り
、
會
員
詣
氏
は
山
姻
村
セ
禁

酒
村
た
ら
し
め
ん
こ
し
｀
禁
酒
村
建
設
に
努
力
し
つ

A

あ
り
、

七
五

予
は
此
の
村
に
入
り
て
各
所
に
禁
酒
村
建
設
の
標
杜
の
述
て

る
を
見
て
、
轄
だ
欣
快
に
堪
へ
ざ
る
も
の
あ

b
、
車
上
双
手

を
畢
げ
て
賛
成
セ
叫
び
成
効
を
斬
り
た
り
、

午
後
二
時
三
十
分
山
陵
橋
に
て
自
動
車
に
乗
り
、
一
行
皆
蹄

途
に
就
く
、
車
上
に
て
山
國
岬
祉
＂
山
國
招
魂
祉
を
遥
邦
し

ま
た
途
次
栂
尾
山
ト
に
車
を
停
め
高
山
寺
に
詣
で
、
京
都
三

條
京
阪
電
車
停
留
所
に
蹄
着
せ
し
は
午
後
旧
時
四
十
分
な
り

き
、
直
ち
に
大
阪
行
急
行
電
単
に
乗
り
五
時
五
十
分
天
滴
橋

に
饒
逗
せ
り
、
今
H
の
行
程
京
阪
電
車
往
復
五
十
九
哩
八
分

山
國
往
復
自
動
車
五
十
四
哩
，
徒
歩
一
里
餘
に
し
て
、
線
計

約
百
十
六
哩
を
踏
破
せ
り
、
蹄
宅
漑
に
就
く
、
山
國
の
忠
誠

な
る
村
翁
等
が
、
奉
献
3
年
魚
乞
漁
ら
ん
た
め
大
堰
川
に
釣

竿
を
把
る
を
夢
む
、

此
の
紀
行
江
鯰
先
生
の
講
演
に
多
く
の
安
材
な
得
た
り
、
謹
み
て
謝
す
、

（
昭
和
五
年
六
月

+
-
H稿）


